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日
本
語
訓
点
表
記
と
し
て
の
自
点
・
朱
点
の
始
原

小
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一
、
日
本
語
訓
点
表
記
の
起
源
に
つ
い
て
の
再
考

日
本
語
の
訓
点
表
記
の
起
源
を
考
え
る
に
は
、
訓
点
研
究
の
歴
史
を
顧
み

る
と
、
二
つ
の
段
階
に
分
け
て
み
る
必
要
が
あ
る
。
第
一
段
階
は
、
八
世
紀

(
奈
良
時
代
)
　
の
角
筆
訓
点
表
記
の
起
源
で
あ
り
、
第
二
段
階
は
九
世
紀
初

(
平
安
時
代
初
頭
)
　
に
始
ま
る
自
点
・
朱
点
の
訓
点
表
記
の
始
原
で
あ
る
。

第
一
段
階
の
八
世
紀
に
お
け
る
角
筆
訓
点
を
対
象
と
し
な
い
立
場
か
ら
は
、

日
本
語
訓
点
表
記
の
起
源
は
第
二
段
階
か
ら
説
く
こ
と
に
な
る
。
従
来
、
日

本
で
は
こ
の
第
二
段
階
か
ら
説
か
れ
て
来
た
。
し
か
し
、
八
世
紀
に
角
筆
に

よ
る
凹
み
で
訓
点
表
記
が
施
さ
れ
た
奈
良
写
経
が
近
時
発
見
さ
れ
、
次
々
と

見
出
さ
れ
て
い
る
上
に
、
そ
の
訓
点
表
記
が
第
二
段
階
の
自
点
・
朱
点
に
よ

る
訓
点
表
記
に
影
響
し
て
い
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
起
源
を
第
一
段
階
の

八
世
紀
に
遡
っ
て
先
ず
考
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

起
源
を
八
世
紀
に
遡
っ
て
考
察
す
る
こ
と
は
、
日
本
語
訓
点
表
記
を
、
狭

く
日
本
国
内
の
問
題
と
し
て
だ
け
で
把
え
る
の
で
は
な
く
、
広
く
東
ア
ジ
ア

に
お
け
る
古
代
学
間
の
方
法
と
そ
の
交
流
と
い
う
視
点
で
把
え
る
こ
と
に
な

る
。毛
筆
で
墨
書
し
た
り
木
版
で
印
刷
し
た
り
し
た
紙
本
墨
書
の
経
典
を
読
解

す
る
た
め
に
、
注
解
の
漢
字
や
釈
読
に
必
要
な
諸
符
号
を
、
そ
の
経
典
に
直
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接
に
書
き
入
れ
る
こ
と
が
、
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
古
代
学
間
の
共
通
の
方
法

と
し
て
、
曾
て
中
国
大
陸
を
は
じ
め
朝
鮮
半
島
と
日
本
と
で
行
わ
れ
て
い
た
。

こ
の
こ
と
は
、
近
時
の
角
筆
文
献
の
発
見
に
よ
っ
て
一
層
は
っ
き
り
し
て
来

た
。中
国
大
陸
で
は
、
五
世
紀
～
十
世
紀
の
敦
塩
文
献
・
九
世
紀
の
唐
写
本
・

十
二
世
紀
の
宋
版
一
切
経

朝
鮮
半
島
で
は
、
八
世
紀
の
新
羅
経
典
・
十
一
世
紀
刊
の
初
離
高
麓
版
等

日
本
に
お
い
て
は
、
八
世
紀
の
一
切
経
等

こ
れ
ら
の
経
典
に
角
筆
加
点
を
基
本
と
す
る
書
き
入
れ
が
確
認
さ
れ
た
こ
と

に
よ
る
。
そ
の
多
く
が
角
筆
の
凹
み
だ
け
の
加
点
だ
っ
た
た
め
に
見
逃
さ
れ
て
い
た

の
が
発
見
さ
れ
た
結
果
、
東
ア
ジ
ア
の
漢
字
文
化
圏
に
お
い
て
、
読
解
し
た

言
語
は
そ
れ
ぞ
れ
の
国
で
異
な
る
が
、
経
典
に
直
接
に
加
点
す
る
と
い
う
共

通
の
方
法
が
存
し
、
交
流
に
よ
る
影
響
関
係
も
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

来
た
。そ
れ
ま
で
、
日
本
で
は
毛
筆
に
よ
る
白
書
・
朱
書
の
訓
点
を
書
き
入
れ
た

文
献
　
(
「
訓
点
資
料
」
と
称
し
、
「
自
点
」
　
「
朱
点
」
と
呼
ぶ
)
　
が
専
ら
研
究

対
象
と
さ
れ
た
。
自
点
・
朱
点
の
現
存
す
る
最
古
の
訓
点
資
料
が
九
世
紀
初

で
あ
る
か
ら
、
日
本
語
訓
点
表
記
は
九
世
紀
初
に
起
っ
た
と
説
か
れ
、
そ
の

日
点
・
朱
点
の
使
用
者
が
東
大
寺
な
ど
奈
良
(
南
都
)
古
宗
の
僧
で
あ
っ
た



(
1
)

の
で
、
日
本
語
訓
点
は
南
都
僧
が
創
案
し
た
と
説
か
れ
た
。
訓
点
表
記
の
重

要
な
要
素
は
、
片
仮
名
と
ヲ
コ
ト
点
で
あ
る
。
従
っ
て
片
仮
名
も
ヲ
コ
ト
点

も
南
都
僧
が
創
案
し
た
と
説
か
れ
て
来
た
。

し
か
し
、
角
筆
加
点
の
発
見
に
よ
っ
て
、
次
の
三
点
が
修
正
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。

1
、
日
本
の
訓
点
は
、
九
世
紀
を
遡
っ
て
、
八
世
紀
(
奈
良
時
代
)
　
に
角
筆

(
2
)

で
施
さ
れ
て
い
た
。

2
、
八
世
紀
の
新
羅
経
典
の
一
つ
　
「
判
比
量
論
」
に
真
仮
名
と
と
も
に
省
画

仮
名
が
角
筆
で
加
点
さ
れ
て
あ
り
、
日
本
の
八
世
紀
の
角
筆
加
点
に
も

同
じ
省
画
仮
名
(
片
仮
名
の
源
)
　
が
用
い
ら
れ
て
い
て
、
節
博
士
や
合

.
-
、

符
等
ま
で
一
致
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
影
響
が
考
え
ら
れ
る
。

3
、
ヲ
コ
ト
点
(
点
吐
)
　
は
八
世
紀
の
新
羅
で
既
に
使
わ
れ
て
い
て
　
(
「
華

厳
文
義
要
決
」
)
、
初
離
高
麗
版
の
華
厳
経
の
点
吐
は
、
そ
の
原
型
が
日

T
こ

本
の
華
厳
経
の
ヲ
コ
ト
点
に
影
響
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
日
本
語
訓
点
表
記
の
起
源
の
一
つ
が
、
角
筆
加
点
に
よ

る
新
羅
の
影
響
に
あ
る
こ
と
を
語
っ
て
い
る
。

こ
れ
が
第
一
段
階
の
起
源
で
あ
り
、
既
に
発
表
し
て
来
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
の
小
考
で
は
、
第
二
段
階
の
自
点
・
朱
点
が
何
故
に
九
世
紀
初
に
始
ま
っ

た
の
か
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
状
況
で
起
っ
た
の
か
を
、
最
近
の
奈
良
仏
教

の
研
究
を
踏
ま
え
て
説
く
こ
と
に
す
る
。

白
点
・
朱
点
を
経
典
の
全
巻
に
漢
字
・
仮
名
な
ど
で
加
点
し
て
訓
読
す
る

こ
と
は
、
中
国
大
陸
や
朝
鮮
半
島
の
十
二
世
紀
以
前
の
文
献
に
は
管
見
に
入

ら
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
日
本
の
訓
点
は
白
点
・
朱
点
を
使
う
こ
と
に
よ
っ

て
独
自
の
発
達
を
遂
げ
た
。

二
、
勘
経
の
自
書

経
典
に
白
書
を
使
う
こ
と
は
、
本
文
の
字
句
の
誤
り
を
正
す
な
ど
の
校
正

に
見
ら
れ
る
。
敦
塩
文
献
や
日
本
の
奈
良
(
八
世
紀
)
写
経
で
行
わ
れ
て
い

る
。こ
の
字
句
の
校
正
に
使
っ
て
い
た
白
書
の
使
用
を
拡
げ
て
経
典
を
読
解
す

る
時
の
訓
点
に
流
用
し
た
の
が
白
点
の
始
ま
り
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
具
体

か
ん
ぎ
上
う

的
な
状
況
が
「
勘
経
」
と
い
う
行
為
で
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

校
正
が
本
文
書
写
後
に
底
本
と
の
比
較
に
よ
っ
て
文
字
の
誤
脱
を
補
訂
す

る
作
業
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
勘
経
は
底
本
と
は
別
の
テ
キ
ス
ト
　
(
譚
本
)

に
よ
っ
て
対
校
す
る
と
共
に
、
本
経
の
内
容
ま
で
研
究
し
理
解
し
教
学
す
る

(
5
)

と
い
う
深
化
し
た
校
訂
作
業
で
あ
る
。

Ⅲ
勘
経
の
作
業
内
容

光
明
皇
后
の
発
願
に
よ
っ
て
書
写
さ
れ
た
一
切
経
(
天
平
十
二
年
(
七
四

〇
)
　
五
月
一
日
経
)
　
の
願
文
の
あ
と
に
付
さ
れ
た
追
抜
に
よ
る
と
、
勘
経
に

(
6
)

は
「
正
」
「
読
」
「
詳
し
　
の
三
種
の
作
業
が
知
ら
れ
る
。

回
天
平
勝
質
七
歳
(
七
五
五
)
正
月
十
日
従
八
位
上
丹
波
員
外
目
日
置
道

真
麻
呂
粛

正
八
位
上
行
大
學
少
屠
内
疏
伊
美
吉
全
成
田

大
徳
興
福
寺
沙
門
慈
訓
詞
(
正
倉
院
聖
語
蔵
「
過
去
荘
厳
劫
千
仏
名
経
」
)

㈲
天
平
勝
賓
七
歳
十
月
十
七
日
正
八
位
下
守
少
内
記
林
連
廣
野
粛

大
安
寺
沙
門
琳
体
調

沙
門
敏
明
　
沙
門
玄
戒
　
沙
門
環
忍
　
沙
門
行
情
調

(
正
倉
院
聖
語
蔵
「
大
集
経
月
蔵
分
巻
第
二
)

的
天
平
勝
晋
七
歳
九
月
三
日
従
七
位
上
守
大
學
直
講
上
毛
野
君
立
麻
呂
粛

大
徳
元
輿
寺
沙
門
勝
叡
　
大
徳
沙
門
了
行
　
大
徳
沙
門
尊
應
　
業
了

沙
門
法
隆
　
　
　
　
　
(
正
倉
院
聖
語
蔵
「
探
密
解
脱
経
巻
第
二
」
)

勘
経
は
、
大
学
直
講
や
少
内
記
等
の
宮
人
と
複
数
の
僧
と
で
行
わ
れ
、



「
読
」
は
僧
が
読
み
そ
れ
を
聞
き
な
が
ら
官
人
が
チ
ェ
ッ
ク
し
、
作
業
が
確

(
7
)

実
に
済
ま
さ
れ
た
こ
と
を
「
譚
」
す
る
と
さ
れ
る
。

脚
「
勘
経
」
と
い
う
用
語
の
初
見

天
平
勝
宝
年
間
　
(
七
四
九
-
五
七
)
　
に
所
見
し
始
め
、
「
勘
経
所
」
も
現

(
8
)

れ
る
。

川
勘
経
の
始
ま
り

勘
経
は
、
興
福
寺
僧
の
慈
訓
を
指
導
者
と
し
、
良
弁
を
推
進
者
と
し
て
、

光
明
皇
后
の
一
切
経
具
備
の
必
要
性
に
侯
っ
て
、
天
平
勝
宝
年
間
に
始
ま
っ

(
9
)

た
事
業
と
さ
れ
る
。

慈
訓
は
、
華
厳
経
講
説
を
東
大
寺
前
身
の
金
鍾
寺
に
お
い
て
審
詳
が
わ
が

国
で
初
め
て
行
っ
た
時
の
複
師
を
務
め
た
僧
で
、
審
詳
に
次
い
で
講
師
を
務

(D)

め
た
。
㈲
五
月
一
日
経
の
勘
経
以
外
の
勘
経

①
新
旧
華
厳
経
と
大
般
若
経
の
勘
経

聖
武
天
皇
の
勅
に
よ
り
、
華
成
経
を
板
本
と
す
る
一
切
経
の
転
読
講
説

lHl

の
意
図
に
基
づ
き
東
大
寺
写
経
所
で
実
施
さ
れ
た
。

②
景
雲
一
切
経
の
勘
経

孝
謙
天
皇
の
発
願
に
よ
り
、
宝
字
二
年
(
七
五
八
)
　
頃
か
ら
神
護
景
雲

二
年
(
七
六
八
)
　
頃
ま
で
景
雲
一
切
経
の
写
経
が
実
施
さ
れ
、
そ
の
勘

経
が
宝
字
六
年
(
七
六
二
)
か
ら
神
護
景
雲
三
年
七
月
頃
ま
で
行
わ
れ
、
(ほ)

譚
本
と
し
て
五
月
一
日
経
が
用
い
ら
れ
、
章
疏
の
勘
経
に
も
及
ん
だ
。

㈲
勘
経
に
用
い
た
白
書
・
朱
書

①
天
平
十
二
年
願
経
「
四
分
律
」
　
(
正
倉
院
聖
語
蔵
)
　
の
例
　
(
杉
本
一
樹

(
1
3
)

氏
に
よ
る
)

[
墨
書
]
題
と
本
文
書
写
(
天
平
九
～
十
年
)
、
願
文
　
(
天
平
十
三
年
)

[
朱
書
]
題
の
訂
正
　
(
天
平
十
八
～
十
九
年
又
は
天
平
勝
宝
年
間
)
、
誤

記
訂
正

[
自
書
]
他
本
　
(
鑑
真
将
来
の
唐
経
)
　
と
の
比
較
　
(
鑑
真
来
朝
の
天
平

勝
宝
五
年
(
七
五
二
)
　
十
二
月
以
降
、
宝
字
(
七
五
七
～
)

の
交
)
　
を
勘
経
所
で
行
い
、
誤
記
訂
正

白
点
(
平
安
極
初
期
)

(
1
4
)

②
勘
経
を
行
っ
た
僧
・
官
人
名
の
自
書

「
讃
勝
光
師
」
　
(
自
書
)
　
(
正
倉
院
聖
語
蔵
「
仏
説
入
如
来
徳
智
不
思
議

経
巻
下
」
五
月
一
日
経
)

「
勝
光
カ
」
「
行
」
　
(
自
書
)
　
(
正
倉
院
聖
語
蔵
「
過
去
現
在
因
果
経
巻

二
・
四
・
五
」
五
月
一
日
経
)

「
勝
光
行
」
　
(
自
書
)
　
(
正
倉
院
聖
語
蔵
「
仏
説
濡
首
菩
薩
天
上
清
浄
分

衛
経
巻
上
・
下
」
五
月
一
日
経
)

「
勝
光
讃
」
　
(
自
書
)
　
(
正
倉
院
聖
語
蔵
「
宝
積
三
昧
文
殊
師
利
開
法
身

経
」
五
月
一
日
経
)

「
廣
野
」
　
(
自
書
)
　
(
正
倉
院
聖
語
蔵
「
仏
説
入
如
来
徳
智
不
思
議
経
巻

下
」
　
五
月
一
日
経
)

「
鹿
野
」
「
讃
」
　
(
白
書
)
　
(
正
倉
院
聖
語
蔵
「
漸
備
一
切
智
徳
経
巻
三
、

五
」
五
月
一
日
経
)

こ
れ
ら
の
僧
や
宮
人
の
名
が
そ
れ
ぞ
れ
の
経
巻
の
巻
末
に
自
書
さ
れ
て
い

る
と
い
う
。
こ
の
同
じ
白
書
で
本
文
中
に
書
き
入
れ
が
存
す
る
と
推
定
さ
れ

る
が
、
未
調
査
で
あ
る
。
そ
こ
で
他
の
経
巻
を
用
い
て
勘
経
の
内
容
を
見
る

こ
と
に
す
る
。

三
、
勘
経
と
し
て
の
華
厳
刊
定
記

唐
の
恵
苑
が
撰
述
し
た
華
厳
刊
定
記
が
、
奈
良
時
代
(
八
世
紀
)
　
に
勘
経

と
し
て
用
い
ら
れ
た
こ
と
は
次
の
四
点
か
ら
知
ら
れ
る
。



1
、
審
詳
の
蔵
書
の
華
厳
刊
定
記
が
勘
経
の
譚
本
と
し
て
借
用
さ
れ
て
い
る
。

○
正
倉
院
文
書
の
神
護
景
雲
二
年
(
七
六
八
)
　
四
月
二
十
九
日
付
「
奉
焉
一

切
経
司
移
」

奉
宕
一
切
経
司
移
東
大
寺
司

請
花
厳
経
窓
図
師
疏
一
部
審
詳
師
所
者

右
、
為
須
捌
圃
珊
瑚
利
、
所
請
如
件
、
以
移

神
護
景
雲
二
年
四
月
廿
九
日
別
常
国
書
少
屈
従
七
位
上
大
隅

忌
寸
公
足

次
官
従
五
位
下
　
王

「
司
判
許
　
　
　
　
　
　
　
　
　
扶
噌
噸
柵
鰯
甥
鵬

花
巌
経
疏
十
二
巻
㌍
瞑
軸
五
六
八
十
十
二
十
三
十
竿
五
十
六
芸
〝

審
詳
師
定
之
内

右
件
銃
、
附
返
使
鳥
取
古
万
呂
、
令
請
如
件
案
主
上
馬
養
」

審
詳
は
新
羅
学
生
と
称
さ
れ
、
新
羅
か
ら
帰
朝
に
際
し
て
多
く
の
新
羅
経

典
を
将
来
し
た
。
新
羅
で
華
厳
刊
走
記
が
用
い
ら
れ
た
こ
と
は
、
皇
龍
寺
僧

(
1
5
)

の
表
月
の
「
華
厳
文
義
要
決
」
　
の
中
に
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
知
ら
れ
る
。

2
、
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
「
華
厳
刊
定
記
巻
第
五
」
　
の
巻
末
識
語
に
東
大
寺

に
お
い
て
新
羅
正
本
と
「
校
勘
」
し
た
と
記
し
て
い
る
。

○
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
「
華
厳
刊
定
記
巻
第
五
」
巻
末
識
語

(
本
文
と
同
筆
)
　
無
上
菩
提
因
/
近
事
智
鏡

(
別
筆
)
　
「
延
暦
二
年
(
七
八
三
)
十
一
月
甘
三
日
於
東
大
寺
輿
新
/
羅

正
本
白
組
勘
l
畢
以
此
善
根
生
々
之
中
/
殖
金
剛
種
断
一
切
障

共
諸
含
識
入
無
専
門
」

(
又
別
筆
)
「
以
延
暦
七
年
八
月
十
二
日
興
唐
正
本
相
野
蛸
捌
取
捨
/
得

失
措
定
此
本
後
學
存
意
可
幸
察
耳
目
後
諸
/
巻
亦
同
此
臭

更
不
録
年
目
等
也
」

奈
良
時
代
(
八
世
紀
)
　
の
華
厳
刊
定
記
に
は
自
書
・
朱
書
で
本
文
字
句
の

校
正
と
共
に
本
文
を
「
読
」
解
し
た
加
点
を
書
き
入
れ
て
い
る
。

3
、
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
「
華
厳
刊
定
記
巻
第
五
」
　
の
白
書
・
朱
書

こ
の
　
「
華
厳
刊
定
記
巻
第
五
」
　
の
自
書
・
朱
書
に
つ
い
て
は
月
本
雅
幸
氏

(

1

6

)

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(

1

7

)

の
調
査
と
呉
美
寧
・
金
星
同
氏
の
精
査
と
が
あ
る
。
そ
の
書
き
入
れ
の
内
容

は
、
字
句
の
校
合
と
科
段
符
・
句
切
点
・
語
順
符
で
あ
る
。
朱
二
種
と
自
書

と
の
書
き
入
れ
時
期
に
つ
い
て
は
尚
検
討
の
余
地
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、

語
順
符
の
、
例
え
ば
、

五

二

　

　

　

　

　

°

円

　

三

中
有
三
旬
.
今
此
答
申
品
有
雨
句
.
由
束
間
中
初
二
旬
為
一
句
放
也
・

(
加
点
は
朱
)

等
が
、
日
本
の
訓
点
で
は
使
わ
れ
ず
新
羅
を
始
め
韓
国
の
加
点
資
料
に
用
い

ら
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
語
順
符
・
句
切
点
等
が
、
延
暦
二
年
に
新
羅
正
本
と

校
勘
し
た
時
に
施
さ
れ
た
と
見
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
さ
す
れ
ば
「
校
勘
」

と
は
本
文
の
字
句
を
校
合
す
る
と
共
に
内
容
ま
で
読
解
し
た
こ
と
を
意
味
す

る
こ
と
が
判
る
。

4
、
東
大
寺
図
書
館
蔵
「
華
厳
刊
定
記
巻
第
九
」
(
奈
良
時
代
書
写
)
の
朱
書

自
書
を
用
い
ず
、
朱
書
だ
け
で
、
字
句
の
訂
正
・
補
人
と
句
切
点
、
返
読

符
、
語
順
符
が
施
さ
れ
て
い
る
。

川
字
句
の
訂
正
・
補
入

四
輿
朱
訂
者
(
訂
正
)

「
-
」
　
(
朱
縦
線
)

「
l
こ
へ
架
)

鞋
有
　
　
説
後
説
為
勝
「
こ
　
(
補
入
)

「

為

」

(

角

、

朱

)

　

　

　

　

　

　

　

　

;

〇

菩
薩
　
　
　
衆
生
故
求
不
辞
倦
「
・
」
　
(
補
人
)
　
(
角
筆
で
「
為
」
を
書
き

そ
の
上
か
ら
朱
書
で
「
為
」
を
書
く
)

拙
句
切
点



l

未

)

　

　

　

　

　

　

　

　

　

へ

朱

)

常
渇
開
無
足
故
「
・
」
　
二
如
所
等
是
恩
恵
「
・
」

こ
と
　
　
　
　
「
人
」
へ
角
)
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(
来
)

「
・
」
戎
　
　
従
未
以
尋
本
「
・
」

㈱
邊
読
符「
ノ

」

　

(

未

Y

 

A

架

)

今
在
世
　
出
方
為
起
勝
「
こ

「
≡
≡
(
朱
)
　
「
≡
こ
(
朱
}
　
　
　
「
二
し
(
朱
)
　
　
　
「
三
」
　
(
繁
)
　
へ
朱
)
　
　
　
　
　
　
　
「
.
J
」
　
(
朱
)
　
　
　
　
(
架
)

何
故
不
　
得
有
　
　
情
友
　
　
/
趣
　
　
「
・
」
見
是
解
　
　
心
「
・
」

㈲
語
順
符
「
〓
　
≡
・
」
(
架
)
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(
架
)

名
同
一
趣
入
剃
　
来
往
路
之
名
　
ホ
「
・
」

二
一
一
〓
　
　
　
　
≡
〓
(
朱
)

(
架
)
　
　
「
≡
≡
≡
　
　
二
　
〓
こ
(
朱
)
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(
朱
)

「
・
」
欲
起
報
悪
業
　
故
名
俄
然
「
・
」

右
の
相
似
㈱
㈲
の
朱
書
が
同
筆
で
施
さ
れ
て
い
る
の
で
、
字
句
の
訂
正
・

補
入
だ
け
で
な
く
、
同
時
に
旬
切
点
と
共
に
返
読
符
・
語
順
符
を
施
し
て
訓

読
を
も
行
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
勘
経
と
し
て
用
い
ら
れ
た
こ
と
が
分
る
。

し
か
も
返
読
符
と
語
順
符
は
日
本
の
訓
点
と
し
て
は
用
い
な
い
符
号
で
あ
る

か
ら
、
誼
本
と
し
て
新
羅
の
華
厳
刊
定
記
(
恐
ら
く
審
詳
将
来
)
　
が
用
い
ら

れ
、
そ
れ
に
加
点
さ
れ
て
い
た
符
号
を
書
き
入
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

四
、
神
護
景
雲
経
の
勘
経

孝
謙
天
皇
の
発
願
に
よ
り
神
護
景
雲
二
年
(
七
六
八
)
　
頃
ま
で
に
吉
写
さ

れ
た
景
雲
一
切
経
は
、
勘
経
が
行
わ
れ
た
後
に
東
大
寺
に
施
入
さ
れ
て
、
そ

の
原
本
が
聖
語
蔵
と
東
大
寺
に
現
蔵
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
そ
の
中
か
ら

調
査
し
得
た
二
経
巻
を
先
ず
取
上
げ
て
、
そ
の
自
書
が
勘
経
と
し
て
用
い
ら

れ
た
こ
と
を
説
い
て
み
る
。

5
、
東
大
寺
蔵
「
根
本
説
一
切
有
部
枇
奈
耶
巻
第
二
」
二
巻
(
前
半
と
後
半

に
分
巻
)

自
書
に
よ
る
字
句
の
訂
正
と
句
切
点
、
語
順
符
、
「
乙
」
　
に
よ
る
返
読
、

稀
に
訓
読
を
表
す
漢
字
・
仮
名
が
施
さ
れ
て
い
る
。
自
書
よ
り
前
に
角
筆
の

漢
字
、
梵
唄
譜
、
合
符
等
が
あ
る
。

Ⅲ
字
句
の
訂
正「-
」
(
鶏
、
自
)

即
便
欲
出
侍
　
　
女
思
念
　
(
下
欄
)
　
「
侶
」
(
角
占
　
(
第
一
巻
)
　
(
角
筆
の

上
に
自
書
)
「
-
」
(
白
)

不
興
取
蒐
　
虔
第
二
　
(
下
欄
)
　
「
字
」
(
白
}
(
第
一
巻
)

㈲
句
切
点
(
点
と
い
う
よ
り
短
横
線
)

(

白

)

　

　

(

n

)

　

　

　

　

(

n

)

　

　

　

　

　

　

　

(

‖

)

　

　

　

　

(

n

)

謂
大
一
小
便
逼
一
風
勢
所
持
一
岨
指
徴
伽
晶
所
醤
】
欲
染
現
前
l
　
(
第
一
巻
)

(

n

)

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(

r

l

)

稿
不
種
自
生
l
無
紋
横
長
四
指
旦
暮
収
穫
一
(
第
一
巻
)

㈱
語
順
符

「

一

二

一

二

」

(

n

〓

n

)

敢
初
螢
立
家
宅
便
有
家
室
名
生
時
有
　
一
有
情
不
行
悪
法
(
第
一
巻
)

(白)

王
自
我
不
曾
憶
-
仁
君
憶
者
為
我
憶
之
　
(
第
二
巻
)

「
二
　
　
l
　
　
三
」
(
自
)

囲
「
乙
」
に
よ
る
返
読

「

乙

」

(

白

)

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

「

乙

」

(

自

)

欲
要
為
妻
彼
便
告
自
我
不
惜
命
　
　
入
汝
舎
平
時
彼
長
者
求
妻
不
得

(白)

自
知
家
事
】
　
(
第
一
巻
)

㈲
訓
読
を
表
す
漢
字

謂
女
/
男
黄
門
不
興
者
謂
無
人
授
輿
外
謂
金
等
以
盗
/
心
取
者
　
(
「
盗
」

の
下
欄
「
有
」
(
自
-
)
　
(
第
二
巻
)

(

C

)

　

　

(

n

)

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

「

耳

」

(

白

)

自
取
一
不
興
取
一
盗
心
他
掌
物
及
作
他
物
想
有
三
五
　
　
不
同
(
第
二
巻
)

㈲
訓
読
を
表
す
省
画
仮
名
「
★
ノ
」
(
臼
)

此
世
界
格
壊
之
時
多
　
　
諸
有
情
生
光
音
天
妙
色
意
契
(
第
一
巻
)

右
の
川
畑
刷
㈲
㈲
㈲
の
白
書
が
同
筆
で
施
さ
れ
て
い
る
の
で
、
字
句
の
訂
正

と
同
時
に
訓
読
も
行
わ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
勘
経
と
し
て
用
い
ら
れ
た
こ

と
が
分
る
。
し
か
も
語
順
符
を
用
い
て
い
る
こ
と
は
、
こ
の
勘
経
の
譚
本
と

し
て
新
羅
経
の
用
い
ら
れ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
㈲
の
「
乙
」
は
一
字
の

返
読
に
用
い
て
い
る
。
日
本
の
訓
点
に
は
使
用
例
を
見
な
い
。
唐
の
韓
愈

(
1
8
)

「
讃
鶴
冠
子
」
　
の
曾
国
藩
の
注
に
「
乙
者
上
下
之
倒
置
」
と
あ
り
、
こ
れ
が



ア
リ
テ

一
字
の
返
説
に
応
用
さ
れ
た
と
見
ら
れ
る
。
㈱
の
第
一
例
は
「
盗
心
有
取
」
、

ノ
、
、
ヽ

第
二
例
は
「
三
五
耳
有
」
　
の
訓
読
を
漢
字
で
示
し
た
と
見
ら
れ
、
㈲
は
「
多

キ
」
　
の
活
用
語
尾
を
「
支
」
　
の
省
画
体
で
表
し
た
と
見
ら
れ
る
。

付
物
㈱
は
華
厳
刊
定
記
の
勘
経
に
通
ず
る
が
、
㈱
㈲
は
勘
樫
が
訓
読
ま
で

行
っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

こ
の
根
本
説
一
切
有
部
批
奈
耶
巻
第
二
の
僚
巻
が
正
倉
院
聖
語
蔵
に
現
存

し
て
い
る
。
こ
れ
を
調
査
さ
れ
た
春
日
政
治
博
士
は
、
そ
の
日
点
が
句
点
と

返
読
符
と
真
仮
名
と
訓
を
表
す
漢
字
と
一
部
に
省
画
仮
名
が
あ
り
、
ヲ
コ
ト

(
1
9
)

点
が
見
ら
れ
な
い
の
で
、
点
本
中
最
古
の
も
の
と
説
か
れ
た
。

6
、
東
大
寺
蔵
「
梯
伽
経
巻
第
四
」
一
巻
　
(
巻
末
に
「
東
大
寺
印
」
　
の
古

朱
方
印
あ
り
)

白
書
に
よ
る
字
句
の
訂
正
・
補
人
と
句
切
点
が
施
さ
れ
て
い
る
。
自
書
よ

り
前
に
角
筆
の
漢
字
、
梵
唄
譜
、
合
符
等
が
施
さ
れ
て
い
る
。

川
字
句
の
訂
正
・
補
入

「
生
」
(
‖
)

屠
販
求
利
天
慧
亦
元
教
不
求
不
　
/
想
而
(
訂
正
)

「
諦
」
(
自
)

建
立
及
　
　
諸
知
名
相
不
生
　
(
補
入
)

「
勿
」
(
角
、
重
)

亦
教
他
人
忽
　
　
随
於
他
ホ
時
世
/
(
下
欄
)
　
「
勿
」
〈
n
)
(
本
文
の
　
「
忽
」

を
角
筆
斜
線
で
ミ
セ
ケ
チ
)

用
句
切
点

へ

白

)

　

　

　

　

　

　

　

　

(

自

)

惚
乱
猶
女
恒
抄
等
元
有
異
又
断
会
意
故
一
撃
如
恒
沙
是
地
自
性
-
劫
孟
焼
時

焼
一
切
地
而

自
書
の
句
切
点
は
散
在
す
る
程
度
で
あ
り
、
本
文
を
読
解
す
る
時
に
必
要
な

箇
所
に
施
し
た
と
見
ら
れ
、
本
文
の
訂
正
・
補
人
の
際
に
書
き
入
れ
た
勘
経

の
跡
を
示
し
て
い
る
。

五
、
神
護
景
雲
書
写
旧
訳
華
厳
経
の
自
書

神
護
景
雲
二
年
顧
経
の
正
倉
院
聖
語
蔵
の
七
百
四
十
二
巻
の
う
ち
、

旧
訳
(
六
十
巻
本
)
華
厳
経
　
五
十
一
巻

(
巻
第
二
・
四
～
十
三
・
十
五
・
十
六
・
十
八
二
一
十
二
一

十
一
～
六
十
(
三
十
二
二
十
九
・
五
十
七
・
五
十
八
欠
)
)

新
訳
　
(
八
十
巻
本
)
　
華
厳
経
　
五
十
三
巻
(
2
U
)

が
現
存
し
、
自
書
・
自
点
の
書
き
入
れ
が
存
す
る
。

こ
の
旧
訳
華
厳
経
の
聖
語
蔵
に
欠
け
て
い
る
僚
巻
が
、
東
大
寺
山
外
に
、

巻
第
十
四
は
慶
応
義
塾
図
書
館
蔵

巻
第
十
七
は
京
都
国
立
博
物
館
蔵

と
し
て
現
存
し
て
い
る
。
聖
語
蔵
本
を
調
査
す
る
機
を
得
て
い
な
い
の
で
、

山
外
の
こ
の
二
巻
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
自
書
・
自
点
の
書
き
入
れ
が
あ
り
、

勘
経
と
し
て
使
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
も
こ
の
神
謹
景
雲
一
切
桂
の

勘
経
に
当
っ
て
は
、
譚
本
と
し
て
光
明
皇
后
願
経
の
天
平
十
二
年
五
月
一
日

(
2
1
)

経
が
使
わ
れ
た
が
、
五
月
一
日
経
に
は
華
説
経
が
存
在
し
な
い
た
め
に
、
神

謹
景
雲
一
切
経
の
中
の
華
厳
経
の
勘
経
の
鐙
本
と
し
て
は
、
舶
来
経
、
特
に

新
羅
経
を
利
用
し
た
と
推
定
さ
れ
る
。

そ
の
理
由
の
第
一
は
、
京
都
国
立
博
物
鉉
蔵
旧
訳
華
厳
経
巻
第
十
七
の
本

文
の
中
に
新
羅
の
仮
名
(
字
吐
)
と
見
ら
れ
る
掲
黒
色
の
書
き
入
れ
が
認
め

ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

「
・
ご
(
塑
竺

元
量
妙
色
不
可
思
議
香
　
　
天
童
雑
書
　
元
左
官
樹
　
阿
僧
祇
荘
厳
　
阿

僧
祇
宮
殿
　
阿
僧
祇
微
妙
音
聾
　
随
善
知
識
打
現
無
日
出
一
切
功
徳
(
捕
～

3
1
7
行
)

こ
の
書
き
入
れ
を
初
め
て
指
摘
し
た
の
は
李
丞
宰
教
授
で
あ
る
。
原
本
を
調

査
さ
れ
て
、
こ
れ
が
韓
国
の
口
訣
字
で
名
詞
句
の
並
列
の
技
能
を
衷
し
た
も



一
コ
一

の
と
解
さ
れ
た
。
日
本
語
の
仮
名
で
こ
の
字
形
に
近
い
の
は
「
毛
」
　
の
第
一

両
と
第
二
両
を
採
っ
た
形
で
あ
る
が
、
こ
の
文
脈
で
は
付
加
の
意
を
持
つ
助

詞
「
も
」
と
は
異
な
る
。
そ
の
上
、
「
モ
」
を
表
す
仮
名
は
白
点
で
は
「
て
」

(
「
毛
」
　
の
草
書
の
終
回
)
　
が
用
い
ら
れ
て
い
る
か
ら
「
モ
」
と
は
別
の
字
と

見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

音
き
入
れ
は
自
書
・
自
点
で
為
さ
れ
て
い
る
の
に
、
こ
こ
だ
け
色
の
異
な

る
掲
黒
で
あ
る
の
も
不
自
然
で
あ
る
。
恐
ら
く
、
譚
本
と
し
た
新
羅
経
に
こ

の
口
訣
字
の
書
き
入
れ
が
あ
り
、
勒
経
と
し
て
読
解
の
際
に
そ
の
ま
ま
転
記

し
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
う
考
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
新
羅
の
ロ
訣
字
が
入
っ
て

い
る
訳
が
理
解
さ
れ
る
。
但
し
、
「
亦
」
　
の
省
面
体
は
韓
国
の
十
二
世
紀
の

(ね)

墨
書
口
訣
に
見
ら
れ
名
詞
字
句
の
並
列
に
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
新
羅
時
代

に
そ
の
例
を
見
な
い
所
に
問
題
が
あ
る
。
こ
れ
は
資
料
遺
存
の
制
約
に
よ
る

も
の
で
あ
り
、
大
谷
大
学
蔵
「
判
比
日
空
l
空
　
の
角
筆
字
吐
に
真
仮
名
の
省
画

(
2
4
)

体
が
見
ら
れ
る
か
ら
可
能
性
は
あ
る
。
も
う
一
つ
の
問
題
は
、
褐
黒
色
の
字

吐
の
書
き
入
れ
が
、
京
都
国
立
博
物
館
蔵
巻
第
十
七
の
こ
の
一
箇
所
だ
け
で

あ
り
、
慶
応
義
塾
図
書
館
蔵
巻
第
十
四
に
は
見
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
聖

語
蔵
に
現
存
す
る
僚
巻
の
五
十
一
巻
の
原
本
調
査
に
期
待
し
た
い
。

譚
本
と
し
て
新
羅
経
を
利
用
し
た
と
推
定
さ
れ
る
第
二
の
理
由
は
、
自
点

に
ヲ
コ
ト
点
が
用
い
ら
れ
て
い
て
、
そ
れ
が
新
羅
華
厳
経
の
点
吐
の
影
響
に

よ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
慶
応
義
塾
図
書
館
蔵
旧
訳
華
厳
経
巻
第

十
四
と
京
都
国
立
博
物
館
蔵
巻
第
十
七
に
は
、
自
書
・
白
点
が
散
在
す
る
が
、

全
巻
を
訓
読
し
た
の
で
は
な
く
必
要
な
箇
所
に
加
点
し
て
読
解
し
た
跡
を
示

し
て
い
て
、
勘
経
の
様
相
が
認
め
ら
れ
る
。
京
都
国
立
博
物
館
蔵
巻
第
十
七

の
白
点
に
つ
い
て
は
李
教
授
の
詳
し
い
調
査
報
告
が
あ
る
が
、
慶
応
義
塾
図

書
館
蔵
巻
第
十
四
を
加
え
て
勘
経
と
見
る
立
場
か
ら
以
下
に
例
を
挙
げ
る
。

(
挙
例
に
は
所
蔵
館
に
つ
い
て
略
称
を
用
い
る
)

Ⅲ
字
句
の
袖
入

「
向
」
(
輔
人
)

所
謂
廻
　
　
一
切
種
智
　
(
上
欄
)
　
「
向
」
(
白
)
　
(
京
樽
蔵
巻
第
十
七
6
6
行
)

出
道
読
符
(
弧
の
遊
説
符
が
自
書
。
「
こ
「
二
」
「
三
」
「
上
」
「
中
」
↓
下
」

は
私
の
補
記
)

-

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

の

如
二
諸
最
勝
所
知
見
一
切
智
東
微
妙
欒
一
(
京
博
蔵
巻
第
十
七
1
2
7
行
)

1

ノ

の

於
二
諸
菩
薩
不
可
思
議
三
昧
正
受
一
(
京
樽
蔵
巻
第
十
七
3
8
9
行
)

て

　

　

　

　

　

と

　

.

ノ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

そ

知
二
切
法
悉
元
二
所
有
-
贋
鵠
二
衆
生
-
説
こ
眞
賛
法
一
(
慶
応
蔵
巻
第
十
四

2
2
5
行
)

「

ノ

　

　

　

　

　

　

　

キ

を

不
1
以
二
裏
腹
一
病
中
希
美
墟
上
(
慶
応
蔵
巻
第
十
四
1
6
4
行
)

用
句
切
点

て

　

　

　

を

　

　

　

　

(

自

)

　

　

　

　

　

　

　

　

(

ラ

)

シ

ム

　

　

　

(

白

)

以
二
彼
善
根
一
如
是
廻
向
1
令
此
善
根
功
徳
之
力
至
　
一
切
虞
一
(
京
樽
蔵

巻
第
十
七
1
6
1
～
1
6
2
行
)

シ
ム
(
C
)

無
上
尊
重
最
妙
快
楽
普
覆
l
一
如
来
一
骨
令
具
足
-
(
京
樽
蔵
巻
第
十
七
1
2

行
)

、白l

復
作
二
是
念
l
若
法
非
有
不
可
不
拾
-
(
慶
応
蔵
巻
第
十
四
1
9
7
行
)

㈱
真
仮
名
(
管
見
の
全
例
)

「
希
」
(
n
)

[
、
竺
一
切
衆
生
清
浄
欒
欲
令
衆
生
l
皆
悉
待
　
(
京
樽
蔵
巻
第
十
七
1
2
2
行
)

「
↓
′
」
(
白
)

[
1
リ
]
何
等
諸
法
　
　
最
在
初
(
慶
応
蔵
巻
第
十
四
1
1
2
行
)

を
「
ケ
ヽ
」
(
自
)

[
ん
/
＼
]
作
是
念
言
　
　
鵠
我
身
中
八
萬
戸
島
故
(
慶
応
蔵
巻
第
十
四
1
2
6
行
)

を
　
　
「
、
.
し
」
(
白
)

[
l
L
]
智
者
諸
業
悉
廻
向
　
　
(
京
樽
蔵
巻
第
十
七
2
9
4
行
)

を

[
-
召
]
亦
不
妄
取
諸
世
間
(
下
欄
)
「
一
召
」
(
自
)
(
京
樽
蔵
巻
第
十
七
2
8
8
行
)

「
弓
」
(
白
)

[
つ
り
]
所
施
之
徐
然
後
日
　
食
(
慶
応
蔵
巻
第
十
四
1
2
6
行
)

㈲
省
画
仮
名

[
つ
]
(
助
欄
「
イ
」
)
(
「
伊
」
諸
の
草
書
か
ら
)

「
つ
」
(
白
)
ぬ
か

彗
如
元
我
　
　
不
雑
諸
法
一
(
京
博
蔵
巻
第
十
七
2
2
5
行
)

菩
薩
摩
詞
撃
(
。
}
ル
此
善
根
皆
悉
廻
向
普
令
一
切
傭
刺
清
軌

(
セ
)
シ
ム
(
白
)

荘
厳
　
‖
　
(
京
樽
蔵
巻
第
十
七
3
6
2
行
)

[
マ
]
(
助
詞
「
モ
」
)
(
「
毛
」
の
草
書
「
」
る
」
の
終
画
)



我
諸
善
彗
{
臼
)
亦
復
如
是
一
(
京
樽
蔵
巻
第
十
七
2
2
5
行
)

ア
リ
(
白
)

我
顛
」
(
白
)
財
彗
」
へ
n
〉
鮎
非
二
堅
固
二
(
慶
応
蔵
巻
第
十
四
1
6
～
行
)

(自)

[
し
]
(
「
キ
」
)
(
「
己
」
の
終
画
)
(
以
下
例
を
省
略
)

[
⊥
7
′
]
　
(
「
ク
」
)
　
(
「
久
」
　
の
草
書
か
ら
)

[
し
]
　
(
「
レ
」
)
　
(
「
礼
」
の
勇
)

㈲
符
号
化
し
た
文
字

[
ら
T
]
　
(
「
コ
ト
」
)
、
[
・
丁
]
　
(
「
シ
ム
」
)
、
[
J
T
]
　
(
「
ス
ル
」
)
、
[
H
つ
]

(
「
セ
リ
」
)
、
[
4
]
(
「
ナ
リ
」
)
、
[
†
]
(
「
ベ
シ
」
)
、
[
ス
]
(
「
モ
チ
テ
」
)
、

[
止
」
・
]
　
(
「
モ
ノ
」
)

的
ヲ
コ
ト
点ロ
ロ
ロ
ロ
当

人
箇
の
単
点
と
複
点
「
ご
(
シ
テ
)
・
「
こ
」
(
字
音
熟
合
)
と
線
「
l
」

(
カ
)
を
用
い
て
い
る
。

[
複
点
「
い
」
(
シ
テ
)
]

無
量
諸
願
骨
悉
劇
甜
揺
恥
天
童
廣
大
善
根
脩
習
善
根
咄
痢
二
切
除
減
一
切

て

放
逸
橋
慢
(
京
樽
蔵
巻
第
十
七
5
0
～
5
2
行
)

刻
鄭
嘲
相
克
上
菩
提
廣
盛
衆
生
説
眞
賓
法
(
慶
応
蔵
巻
第
十
四
1
1
8
行
)

[
複
点
「
こ
」
(
字
音
熟
合
)
]

は
.
.
な
h
ソ

法
元
二
　
(
京
樽
蔵
巻
第
十
七
1
4
7
行
)

シ

ム

コ

ト

一

-

の

必
蒙
天
施
得
全
性
命
(
慶
応
蔵
巻
第
十
四
1
4
6
行
)

[
左
下
隅
の
単
点
「
・
」
　
(
連
用
機
能
)
]

回
副
詞
語
尾

シ

メ

(

ム

カ

)

　

　

一

ノ

男
衆
達
劇
令
成
就
　
元
上
智
(
京
博
蔵
巻
第
十
七
1
3
0
行
)

タ
メ
こ

㈲
「
為
」
　
(
副
詞
的
用
法
)

へ
ス
ル
)
　
コ
ト
　
　
　
に
　
　
　
　
　
の
　
　
　
　
　
　
　
を
　
　
　
　
(
二
ア
ラ
)
　
シ
メ
　
(
ム
ト
)

廻
向
　
　
諸
悌
周
衆
生
欲
令
衆
生
常
安
提
　
　
　
　
(
京
樽
蔵
巻
第

二
二
・
-

十
七
1
2
3
行
)

回
「
従
二
～
こ
「
自
二
～
一
」
　
で
導
か
れ
る
副
詞
句

菩
薩
充
満
其
剃
悉
硯
剣
劇
田
川
劃
せ
(
京
樽
蔵
巻
第
十
七
3
8
3
行
)

団
週
m
駕
欲
有
所
謂
(
慶
応
蔵
巻
第
十
四
1
7
4
行
)

仙
動
詞
(
又
は
助
動
詞
)
　
に
付
い
て
そ
れ
を
含
む
句
を
連
用
句
と
し
て
下

の
句
に
続
け
る

て

　

　

　

　

　

　

　

　

に

　

　

　

こ

ユ

シ

ム

皆
悉
清
浄
弼
l
珊
瑚
普
令
悌
子
究
寛
蒲
　
　
(
京
樽
蔵
巻
第
十
七
1
現
行
)

愛
.
荘
頂
輯
輪
王
位
七
賢
具
足
王
四
天
下
(
慶
応
蔵
巻
第
十
四
1
1
0
行
)

㈹
並
列
の
連
詞
に
導
か
れ
る
句
又
は
並
列
の
句

て

　

　

コ

ト

肴
到
融
和
若
樹
痢
矧
若
正
憶
念
若
受
持
若
堅
固
難
壊
(
京
樽
蔵
巻
第

十
七
3
2
5
行
)

の
「
令
」
「
首
」
「
不
」
「
無
し
に
続
く

剣
劇
大
利
希
有
之
慶
(
慶
応
蔵
巻
第
十
四
1
3
6
行
)

上
中
下
品
各
科
脚
(
京
樽
蔵
巻
第
十
七
2
9
3
行
)

ヲ
コ
ト
点
の
単
点
の
う
ち
、
左
下
隅
の
　
「
・
」
　
は
、
春
日
政
治
博
士
が

「
ク
」
と
解
読
さ
れ
、
築
畠
裕
博
士
が
「
モ
」
「
ル
」
「
カ
」
と
解
読
さ
れ
た

が
、
右
指
の
回
～
間
に
通
じ
て
溝
足
さ
せ
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
一
つ
の
音

節
又
は
一
つ
の
テ
ニ
ヲ
ハ
を
表
す
の
で
は
な
く
、
技
能
と
し
て
副
詞
様
の
連

用
機
能
を
表
す
と
見
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
「
権
能
」
を
表
す
ヲ
コ
ト
点
は

日
本
の
訓
点
で
は
他
に
使
用
例
が
無
い
。
又
、
佃
の
返
読
符
が
長
い
弧
を
用

い
、
更
に
近
読
を
受
け
る
漢
字
だ
け
に
施
す
こ
と
も
日
本
の
自
点
・
朱
点
で

は
使
用
例
が
無
く
、
朝
鮮
半
島
の
角
筆
点
に
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

神
謹
東
雲
書
写
旧
訳
華
厳
経
の
ヲ
コ
ト
点
に
つ
い
て
、
正
倉
院
聖
語
歳
の

;
ゴ

巻
二
・
五
・
七
・
八
・
九
・
十
の
六
巻
を
調
査
さ
れ
た
春
日
政
治
博
士
は
単

点
「
八
箇
」
と
い
う
素
朴
な
ヲ
コ
ト
点
で
あ
る
所
か
ら
「
発
生
初
期
の
点
法
」



云
一

と
説
か
れ
た
。
小
林
は
、
単
点
の
形
式
が
韓
国
の
試
庵
古
書
博
物
館
蔵
の
華

荻
窪
(
初
胱
高
麓
版
)
　
の
角
筆
点
吐
に
酷
似
し
て
い
て
、
こ
れ
を
基
に
左
図

の
よ
う
に
変
形
し
た
も
の
と
考
え
た
。

華
厳
経
(
初
標
高
毘
版
)
角
筆
点
吐

神
話
景
雲
書
写
旧
訳
華
厳
経
の
ヲ

コ
ト
点
図

テ

　

　

ニ

ト
　
　
ヲ
　
　
連
用
機
能

角
筆
点
吐
の
単
点
の
位
置
を
点
線
で
囲
ん
だ
よ
う
に
入
換
え
て
変
形
し
た
の

は
、
日
本
語
で
は
助
詞
「
ヲ
」
も
助
詞
「
テ
」
も
使
用
頻
度
が
高
い
の
で
、

初
離
高
麓
版
角
筆
点
吐
で
「
し
(
ヲ
)
」
に
近
い
位
置
の
「
い
(
テ
)
」
を
ヲ

か
ら
遠
い
右
上
隅
に
移
し
て
混
同
を
避
け
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
結
果
と

し
て
右
上
隅
の
や
や
下
寄
り
に
並
ん
で
用
い
て
い
た
「
七
　
(
ノ
)
」
と
　
「
丈

(
能
え
)
」
と
は
左
下
の
「
い
」
　
の
元
の
位
置
に
交
替
さ
せ
た
の
で
あ
ろ
う
。

(㌘)

こ
の
「
え
」
は
副
詞
派
生
接
尾
辞
と
さ
れ
る
。
神
謹
景
雲
書
写
旧
訳
華
厳
経

の
左
下
隅
の
単
点
が
、
日
本
の
ヲ
コ
ト
点
で
は
例
の
な
い
連
用
機
能
に
用
い

ら
れ
た
の
は
こ
の
　
「
え
」
　
の
用
法
を
反
映
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
尚
、

「
ニ
」
　
「
ハ
」
も
「
ト
」
「
ヲ
」
か
ら
離
す
た
め
に
右
辺
に
移
動
さ
せ
た
の
で

あ
ろ
う
。
入
換
え
の
た
め
の
移
動
は
時
計
廻
り
で
行
わ
れ
て
い
る
。

以
上
の
こ
と
は
、
神
護
景
雲
書
写
旧
訳
華
厳
経
が
、
勘
経
の
譚
本
と
し
て

新
羅
の
華
政
経
を
利
用
し
、
そ
こ
に
施
さ
れ
て
い
た
点
吐
を
始
め
返
読
符
等

を
、
読
解
に
当
っ
て
日
本
語
表
記
に
変
え
て
取
り
入
れ
た
結
果
と
考
え
ら
れ

る
。

六
、
平
安
初
期
に
お
け
る
自
点
・
朱
点
の
展
開

次
に
、
こ
う
し
て
訓
点
表
記
に
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
自
点
・
朱
点
が

ど
う
展
開
し
た
の
か
、
平
安
初
期
を
中
心
に
言
及
す
る
。

平
安
時
代
(
九
世
紀
)
　
に
入
る
と
、
前
代
に
国
家
的
事
業
と
し
て
行
わ
れ

(
2
8
)

た
一
切
経
の
書
写
の
重
要
性
が
薄
れ
、
従
っ
て
諸
鐙
疏
に
わ
た
る
勘
経
も
行

わ
れ
な
く
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
替
っ
て
、
奈
良
時
代
の
国
家
仏
教
を
代
表
し

た
南
都
六
宗
の
、
三
論
宗
・
成
実
宗
、
法
相
宗
・
倶
舎
宗
、
華
厳
宗
、
律
宗

が
、
信
仰
内
容
に
応
じ
て
必
要
な
特
定
の
経
典
の
み
を
写
経
し
講
説
す
る
よ

う
に
な
っ
て
、
国
定
的
な
宗
教
色
を
強
め
て
行
く
。
そ
の
結
果
、
訓
点
の
内

容
が
変
質
す
る
。

奈
良
時
代
(
八
世
紀
)
　
の
勘
経
と
平
安
初
期
(
九
世
紀
)
　
の
訓
点
と
の
相

違
を
表
示
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

扱 舶 加 加 目 経 時
い 来 点 点 的 典 代
経 丙 箇
の 容 所

り　で 譚 占字 部 本 広 ノヽ

勘
経

人 は本 甚 句 分 文 切 く 世
の に 経 -

る の　し す 校 加 解 本 切 後
加 て 正 点 の 文 経 半
点 利 と す た の に
を用 併 る　め 正 わ
読 し 行 に 確 た
解 新 し 必 な る
に羅 て 要 書
取 経 訓 な 写

一 新 訓 訓 て講 解 特 狭 九

平
安
初
期
訓
点

部 羅 点 読 加 説 定 く 世
に加 は を 点 の 所 南 紀
残 点 独 主 す た 拠 都
る の 自 と る　め 経 六
に影 の し

校

全 典 宗
止 響 発 巻 の の
ま　は達 に 内 所
る符 を 正 わ 容 拠
号 し は た の 繹
の ' 従 つ 理 典



こ
の
表
で
示
し
た
相
違
は
、
戟
然
と
分
れ
る
も
の
で
な
く
、
勘
経
は
正
確

に
書
写
す
る
こ
と
が
主
目
的
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
次
第
に
本
文
の
内
容
を

深
め
て
、
加
点
箇
所
も
広
が
り
、
加
点
内
容
の
訓
点
の
種
類
も
、
時
の
推
移

と
共
に
句
切
点
・
返
読
符
か
ら
真
仮
名
・
省
画
仮
名
が
加
わ
り
、
更
に
は
ヲ

コ
ト
点
も
加
わ
り
、
次
第
に
平
安
初
期
(
九
世
紀
)
　
の
訓
点
表
記
に
近
づ
い

て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
勘
経
に
お
け
る
訓
点
は
平
安
初
期
訓
点
の
前
段
階

と
し
て
連
続
性
を
持
っ
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。

平
安
初
期
(
九
世
紀
)
　
の
主
要
な
訓
点
資
料
は
、
南
都
六
宗
の
各
宗
が
講

読
し
た
次
の
よ
う
な
経
典
で
あ
る
。

三
論
宗
　
-
　
百
論
と
そ
の
注
釈
書
、
中
論
、
十
二
門
論
、
大
智
度
論
、
等

成
実
宗
　
-
　
成
実
論
、
等

法
相
宗
　
-
　
成
唯
識
論
、
因
明
論
疏
、
瑜
伽
師
地
論
、
等

倶
舎
宗
　
-
　
阿
批
達
磨
倶
舎
論
、
等

華
厳
宗
　
-
　
大
方
広
仏
華
厳
経
と
そ
の
注
釈
書
の
華
厳
経
探
玄
記
、
等

律
宗
　
-
1
⊥
四
分
律
、
十
調
律
、
等

但
し
、
護
国
経
と
し
て
の
金
光
明
最
勝
王
経
や
経
王
と
し
て
の
妙
法
蓮
華
経

の
よ
う
に
宗
派
を
越
え
た
も
の
も
あ
る
。

平
安
初
期
　
(
九
世
紀
)
　
の
訓
点
の
識
語
に
は
　
「
講
・
講
師
」
　
「
聴
・
開
」

(
2
9
)

の
語
が
多
く
見
ら
れ
、
十
世
紀
に
入
っ
て
も
南
都
を
中
心
に
続
い
て
い
る
。

こ
れ
は
、
各
宗
派
が
所
拠
経
典
を
講
説
し
た
こ
と
を
語
っ
て
い
る
。

経
典
の
講
説
は
、
既
に
天
平
十
二
年
(
七
四
〇
)
　
の
審
詳
に
よ
る
華
厳
経

に
始
ま
っ
て
い
る
が
、
平
安
初
期
(
九
世
紀
)
　
の
各
宗
の
講
説
は
そ
の
影
響

を
受
け
つ
つ
、
自
点
・
朱
点
が
訓
点
表
記
を
担
う
方
法
を
手
に
入
れ
て
、
訓

点
を
独
自
に
発
達
さ
せ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
訓
点
は
、
仮
名
　
(
真
仮
名
・
省
画
仮
名
)
　
と
ヲ
コ
ト
点
と
諸
符
号

(
返
読
符
・
合
符
等
)
　
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
発
達
に
つ
い
て
は
、
既
に
多
く

の
訓
点
語
学
者
に
よ
っ
て
説
か
れ
て
い
る
の
で
そ
の
概
説
的
な
説
明
は
繰
返

さ
な
い
が
、
こ
こ
で
は
勘
経
と
い
う
新
し
い
視
点
か
ら
ヲ
コ
ト
点
の
成
立
に

触
れ
る
こ
と
に
す
る
。
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〔
特
殊
点
乙
類
〕

テ

　

　

ニ

ト
　
　
ヲ
　
　
連
用
機
能

神
謹
景
雲
書
写

旧
訳
華
厳
経
(
勘
経
)

〔
第
三
群
点
〕ロ
〔
東
大
寺
点
〕

ト

　

　

　

ノ

　

　

　

キ

聖
語
蔵
華
厳
経
探
玄
記
　
石
山
寺
蔵
中
論
平
安
中
期
点

(
東
大
寺
関
係
)
　
　
　
　
石
山
寺
蔵
大
智
度
論
天
慶
元
年

(
九
三
八
)
点

右
の
図
は
ヲ
コ
ト
点
の
単
点
の
図
を
取
り
上
げ
た
も
の
で
あ
る
。
上
段
の

単
点
図
は
勘
経
と
し
て
用
い
た
神
護
景
雲
書
写
旧
訳
華
厳
経
の
も
の
で
あ
る
。

右
辺
の
上
か
ら
「
テ
:
「
ハ
」
と
な
る
も
の
で
、
築
島
裕
博
士
が
特
殊
点

、
い
、
1

乙
規
と
命
名
さ
れ
、
最
も
古
い
ヲ
コ
ト
点
の
一
類
と
さ
れ
て
い
る
。
中
段
の

図
は
、
中
田
祝
夫
博
士
が
ヲ
コ
ト
点
を
八
群
に
分
類
し
、
平
安
初
期
に
は
四

(
3
1
)

群
が
存
す
る
う
ち
、
第
三
群
点
と
名
付
け
ら
れ
た
も
の
で
そ
の
秩
念
図
を
示

し
た
。
第
三
群
点
の
創
始
者
を
築
島
裕
博
士
は
東
大
寺
関
係
と
見
る
の
が
最

も
妥
当
と
さ
れ
る
。
さ
す
れ
ば
同
じ
東
大
寺
正
倉
院
に
遺
存
す
る
神
託
景
雲

書
写
旧
訳
華
厳
経
に
用
い
て
い
る
特
殊
点
乙
類
か
ら
第
三
群
点
が
創
ら
れ
た

と
見
て
も
不
自
然
で
な
い
。
「
テ
:
l
・
ハ
」
　
の
他
に
「
ヲ
・
ト
・
ノ
」
も

位
置
こ
そ
替
っ
て
い
る
が
語
と
し
て
は
一
致
し
て
い
る
。
下
段
の
図
は
、
点

図
集
に
所
載
さ
れ
た
「
東
大
寺
点
」
　
の
単
点
の
図
で
あ
る
。
第
三
群
点
が
平

安
中
期
(
十
世
紀
)
　
以
降
に
東
大
寺
点
に
番
っ
て
行
く
こ
と
に
な
る
。

こ
の
よ
う
な
ヲ
コ
ト
点
の
展
開
を
勘
経
と
の
関
係
か
ら
解
明
す
る
の
は
今

後
の
課
題
で
あ
る
。
仮
名
や
返
読
符
・
合
符
な
ど
の
展
開
に
つ
い
て
も
勘
経

と
の
関
係
か
ら
見
る
必
要
が
あ
る
が
別
の
秩
会
を
得
た
い
。



(
2
)

(
3
)

(
1
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(
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(
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(
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)

(
1
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)

(‖)
(
1
2
)

(
1
3
)

(
1
4
)

(
1
5
)

(
1
6
)

春
日
政
治
　
「
初
期
点
法
例
-
聖
語
蔵
点
本
を
資
料
と
し
て
ー
」

(
「
同
語
回
文
」
昭
和
二
十
七
年
十
月
)
。
後
に
　
「
古
訓
点
の
研
究
』

二
九
六
五
年
刊
)
　
に
再
録
。

「
回
語
学
大
辞
典
」
　
二
九
八
〇
年
刊
)
　
「
片
仮
名
」
等
。

小
柿
芳
規
　
「
角
筆
文
献
研
究
導
論
　
上
巻
　
束
ア
ジ
ア
精
」
　
(
二
〇

〇
四
年
刊
)
。

注
(
2
)
　
文
献
。

注
　
(
2
)
　
文
献
。

山
下
有
美
「
嶋
院
に
お
け
る
拗
経
と
写
経
-
国
家
的
写
経
根
格
の

再
把
握
-
」
　
(
「
正
倉
院
文
吉
研
究
7
」
一
九
九
九
年
)
。

宮
疇
健
司
「
天
平
勝
宝
七
歳
に
お
け
る
　
「
大
宝
積
経
」
　
の
勘
経
」

(
百
着
古
代
の
写
経
と
社
会
」
　
二
〇
〇
六
年
五
月
、
所
収
)
。

宮
崎
健
司
「
光
明
子
発
願
五
月
一
日
経
の
勘
経
」
　
(
「
日
本
古
代
の

写
経
と
社
会
』
所
収
)
。

注
　
(
6
)
文
献
。

注
　
(
5
)
　
の
宮
崎
健
司
氏
論
考
。

注
(
5
)
　
の
山
下
有
美
氏
論
考
。

注
　
(
2
)
　
文
献
一
九
九
頁
所
引
「
三
国
仏
法
伝
通
縁
起
」
。

注
(
5
)
　
の
山
下
有
美
氏
論
考
。

注
(
5
)
　
の
山
下
有
美
氏
論
考
。

杉
本
一
樹
「
聖
語
蔵
経
巻
『
四
分
律
』
　
に
つ
い
て
」
　
(
「
正
倉
院
紀

要
」
第
二
十
九
号
、
二
〇
〇
七
年
三
月
)
。

注
　
(
1
3
)
文
献
。

呉
美
寧
・
金
星
周
「
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
『
華
厳
刊
定
記
』
　
に
つ

い
て
」
(
「
訓
点
語
と
訓
点
資
料
」
第
一
一
九
韓
、
二
〇
〇
七
年
九
月
)
。

日
本
雅
幸
「
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
競
華
厳
経
略
疏
刊
定
記
巻
五
の

(
1
7
)

(
1
8
)

(
1
9
)

(
2
0
)

(
2
1
)

(
2
2
)

(
2
3
)

(
2
4
)

(
2
5
)

(
2
6
)

(
2
7
)

(
2
8
)

(
2
9
)

(
3
0
)

(
3
1
)

訓
点
に
つ
い
て
」
(
『
鎌
倉
時
代
語
研
究
」
第
二
十
三
輯
、
二
〇
〇
〇
年
)
。

注
　
(
1
5
)
文
献
。

金
文
京
「
東
ア
ジ
ア
文
化
圏
の
訓
読
現
象
　
-
　
日
韓
近
世
の
加
点

資
料
」
　
(
「
ロ
訣
研
究
」
第
八
輯
、
二
〇
〇
二
年
二
月
)
。

注
(
1
)
　
の
春
日
政
治
博
士
の
論
考
。

東
大
寺
図
書
館
「
正
倉
院
聖
語
蔵
経
巻
調
査
報
告
(
一
)
-
奈
良

時
代
書
写
の
華
厳
経
に
つ
い
て
ー
」
　
(
「
南
都
仏
教
」
第
八
十
六
号
、

二
〇
〇
五
年
十
二
月
号
)
。

注
(
2
0
)
文
献
。

李
丞
宰
「
京
都
国
立
博
物
館
蔵
の
　
『
華
厳
経
』
巻
第
十
七
の
訓
点
」

(
「
訓
点
語
と
訓
点
資
料
」
第
一
一
七
輯
、
二
〇
〇
六
年
九
月
)
。

自
斗
鉉
「
高
毘
時
代
口
訣
雪
文
字
体
系
斗
適
時
的
変
遷
」
　
(
ロ
訣

学
会
編
　
「
叶
刃
叫
諸
民
族
q
文
字
』
一
九
九
七
年
刊
)
。

注
(
2
)
文
献
。

注
(
1
)
　
の
春
日
政
治
博
士
の
論
考
、
並
び
に
注
　
(
2
0
)
文
献
。

注
(
1
)
文
献
。

南
豊
鉉
「
高
麓
時
代
当
期
吐
口
訣
叫
印
可
可
」
　
(
「
書
誌
學
報
」

第
二
十
四
集
、
二
〇
〇
〇
年
十
月
。
二
〇
〇
一
年
五
月
刊
)
。

宮
嶋
健
司
「
奈
良
時
代
の
一
切
経
の
行
方
」
　
(
「
日
本
古
代
の
写
経

と
社
会
」
　
二
〇
〇
六
年
五
月
、
所
収
)
。

小
林
芳
規
　
「
奥
書
よ
り
観
た
院
政
期
の
天
台
宗
訓
読
の
特
色
」

(
『
鎌
倉
時
代
語
研
究
』
第
二
十
二
頼
、
一
九
九
九
年
五
月
)
。

築
畠
裕
『
平
安
時
代
訓
点
本
論
考
　
研
究
窟
』
　
(
一
九
九
六
年
)
。

同
「
訓
点
語
彙
小
見
」
　
(
『
訓
点
語
彙
集
成
　
第
一
巻
』
　
二
〇
〇
七
年
、

所
収
)
。
中
田
祝
夫
　
『
古
点
本
の
国
語
学
的
研
究
　
総
論
篇
』
　
二
九
五
四

年
)
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
(
広
島
大
学
名
誉
教
授
・
国
語
学
)

11




